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Abstract: The S0r Rondane field party as part of the summer party of the 
31st Japanese Antarctic Research Expedition (JARE-31) carried out geological, 
biological and geodetic fieldwork in the whole area of the S0r Rondane Mountains 
for 38 days from December 25, 1989 to January 31, 1990. 

This fieldwork was conducted with the support of helicopter flights which 

were operated by the expedition members of JARE for the first time. Therefore, 
this paper describes the details of the operation planning and a summary of the 
fieldwork including logistics and weather report. The results of geological, 
biological and geodetic investigations will be described in separate papers. 

要旨：第 31 次南極地域観測隊 (JARE-31) 夏隊のセールロンダーネ山地地学• 生
物調査は，山地全域においてヘリコプターを用いて実施された．ヘリコプター偵察飛

行及び調査慣熟のための陸路渦査が 1989年 12月 25日から 29I」にかげて実施さ

れたのに引ぎ統ぎ，本調査が 1990年 1月 5日から 30日まで行われた．そのほか

にあすか観測拠点付近の小山塊における潤査・観測が 1月 1日と 1月 31 日に実

施された．凋査・観測は 38日間におよんだ．

今回の行動形態は，内陸山地でヘリコプターを導入した日本南極地域観測隊として

は初めての例であるので，計画作成から実施経過までを通信，装備，食料などの設営

面を含めて詳しく報告する．謁査結果については現在，整理・研究中であり，今後個

別に発表されるので，ここでは概要を述べるにとどめる．

1. はじめに

445 

第 31次日本南極地域観測隊 (JARE-31) 夏隊のセールロンダーネ山地 (S¢rRondane 

Mountains)野外調査は， JAREにおけるヘリコプターを導入した山岳調査の初の試みとし

て計画，実施された．
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本調在では JARE-26以降の野外調査（森脇ら， 1985, 1986, 1989; 平川ら， 1987;浅見

ら， 1988) の実績をもとに，地質，測地，生物の 3部門からなる調壺・観測が行われた．調

査地域はヘリコプターの機動性を十分に利用することにより，これまで未調査であった山地

南部地域や山岳高所地域を含め，セールロンダーネ山地全域に及んだ（図 1). 

調査隊は 12月 20 日， 30マイル空輸拠点経由ないし観測隊ヘリコプターによる直接の

飛行であすか観測拠点に集結後，ヘリボート建設作業支援等に従事した. 12月25日からは，

偵察飛行および調査慣熟のための陸路調査（アウストカンパネ Austkampane) が組まれた．

調在は悪天候のため予定よりやや遅れて 1990年 1月 5 日に開始されたが，当初計画を上

回る地点での調査・観測を終え 1月 31 日終了した． その後， ヘリコプターチームおよび

雪氷調在隊と合同で撤収作業をすすめ， 2月 8日夕刻から 2月9日深夜にかけて 30マイル

空輸拠点に移動，同日午後「しらせ」にピックアップされた．

なお今回は JAREのヘリコプターオペレーションの初回でもあり， 計画についても詳細

25・ 
． 

27 E 

゜
+ ＋ ＋ 

1o・s 

180 
030'pt. 

+ ＋ ＋
 

＋ ＋ ＋ 
． 

+~71 S 

(Fig.3) 
-oASUKA>

J ~"'"' '-:・,I 
. . ・

＋ 

-~1 ..l~J llil. -• 喝:~- +~-+ 
1is 

＂ ヽ． 

•' ゞ ．ヽ． ’ 
S0R RONDANE 

，ヽ ．． ．，・（』ヽ・

．ヽ

゜
1QOkm 

22 
． 

2< 26° 2＇ 8°E 

図 1 セールロンダーネ山地位置図
Fig. 1. Index map of the S<far Rondane Mountains. 
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に述べる．

2. JARE-31 セ ールロンダーネ山地調査計画

2. 1. 調査・観測分野と隊員構成

JARE-31 セールロンダーネ山地調在隊は，地質， 測地， 生物の 3部門の調在・観測を柱

に，隕石探査，重力測定および地磁気測定もあわせて計画した．調査隊は地質 4名，測地お

よび生物各 1名の 6名で構成されるが，地質を 2名ずつ A,B 2班に分け，調査地ごとに測

地ないし生物が交代で加わることで 3名構成 2班となるように計画した．調査期間の後半は

人員を再編成し， 2名構成 3班による調査を計画した．計画時における編成と担当，役務等

を表 1に示す．また，調査初期に行われる予定のアウストカンパネ陸路調査の編成を表 2に

示す．

2.2. 

表 1 if十画段階での調査隊の構成
Table 1. Intended members of the field party. 

隊 員 分野 役 務 班

小山内康人＊ 地質 偵察，通信，装備， I記録 Ao (Ao) 

士屋範芳 ” 食料，地形図 A (C") 

高橋裕平＊＊ II 食料，通信，，記録 B" (Bo) 

田 結 庄 良 昭 II 装備，地形図 B (C) 

林 保 測 地 偵察，気象，医療 A/ B (B) 

蛭 Ill 慎 牛物 気象，医療 A/ B (A) 
- - ---—• ---

＊リーダー，＊＊サプリーダー，゜各班リーダー， （ ）後半の班編成．

表 2 アウストカンバネ凋在隊構成
Table 2. Members of the Austkampane party. 

隊 ft 分野 役 務

高 橋裕平＊ 地質 通信，航法，記録

田結庄良昭 II 装備，車両（燃料）

士屋範芳 II 食料，車両（点検）

蛭 RN 償 生物 気象，医療，車両（燃料）
--・ 一~ -------一一つ ・ロ― ―.. • . —-- . ・--・---・ 一--·-ー-·-—.. - -

* I)ーダー．

調査 計 画

スノーモービル

3003 
2905 
3004 
2908 

本調査は，あすか観測拠点でのヘリポート整備作業支援期間および「しらせ」への調査隊

ピックアップ予定日 (1990年 2月 5日）を考慮して， 1989年 12月 28 日から 1990年

1月 31 日までの 35 日間とした．調査期間の初期はヘリコプター慣熟飛行にあわせ，ベー

スキャンプ適地調査および測地甚準点適地調査を目的とする偵察飛行を実施することにした．

これには地質（小山内）および測地（林）が参加することにした．また同時期に，地質 3名

と生物は調査・地形慣熟を兼ねて，アウストカンパネヘスノーモービルによる陸路調在を行
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うことにした．

調査対象地域は， JARE-26以来未調在地域が多数残されていた， セールロンダーネ山地

南部地域および山岳蒻所地域を中心とした．さらに地質および生物部門で，精度を上げた再

謂在が必要とされた山地北部地域のうち何点かについても調壺対象とした（図 2). これら

の対象地域は山地全域に及び，ヘリコプターの機動性を利用することにより初めて可能とな

る計画となった．各部門の調在予定地域と日程は図 2および表 3に示した．

地質部門は全域を調在対象とした．測地部門は基準点設説が必要な南部地域を中心とし，

生物部門は一部南部地域の調在を行うが，より多くの生物相が期待される北部地域に重点を

おくことにした．図 2の B-11および A-12地点は， 日程に余裕が生じた場合の予備地点で

ある．

調在地域の大部分は， JARE-22, -28, -29撮影の空中‘ゲ真を白黒で 4倍に引き伸ばした万

真と国土地理院発行の 5万分の 1地形図 (6面）を用いて調在することにした．山岳南部地

域の一部は，ノルウェー調在隊による 25万分の 1地形図を 1万分の 1に拡大製図した図面

を用いることにした．

2.3. 行動計画

1月 3日に始まるヘリコプターオペレーション期間を 3期に区分し，第 I期 12 日間，第

叶両

of the fieldwork. 
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II期 7日問，第III期 4日間とした．予備日は，これまで得られたあすか観測拠点での気象デ

ータおよび山地域での気象データを参考にして 4日に 1回程度の停滞を見込み，第 I期 3日，

第 1I 期• 第III期で 2.5日とした．また， 1月後半以降は天候悪化が予想されるため，調査初

期に遠隔地および山岳高所地域の調査・観測を行うことにした．

行動はヘリコプター着陸地点にベースキャンプを設営し 1泊 2日を基本としたが，調査地

の移動を伴う場合，最大 3泊4日 (A-3→A-3'間および B-3→B-4間）の調査も計画した．

調査地点間の移動はあすか観測拠点経由を原則とし，測地と生物担当隊員の交代はその際行

うことにした．各調査地ではすべて徒歩による調在とし，各班とも 3台の小型通信機を用意

して行動中の隊員間連絡に用いることにした．調査地への送り込み，撤収は，あすか観測拠

点の例年の天候を考慮して夜 (2100LT頃）行うことにした．

2.4. 安全対策

調査隊が不測の事故に遭遇した場合，あすか越冬隊およびヘリコプターチームに救出を依

頼することにした．すなわち，調査隊から遭難の通報を行った場合もしくは， 2130(LT)の

定時交信ないし翌朝 (0730LT) のサブ定時交信で連絡不能の場合，雪上車あるいはヘリコ

プターによるレスキューが出動することになった．調査隊内での事故処理については，

JARE-29 (浅見ら， 1988) の安全対策にしたがった．また， クレバス等からの脱出あるいは

救出に迅速対処できるよう，往路の「しらせ」船内でザイル操作法，ュマール操作法等につ

いて使用訓練も行った．

3. 計国の実施

3.1. 行 動 経 過

3.1.1. 隊の編成

セールロンダーネ山地調査隊は，計画通り 6名で構成された． しかし，偵察飛行の結果，

行動計画で示したように毎回あすか観測拠点において，パーティー間で人員交代を行うこと

の可能性に疑間が生じてきた．そこで全体を山地 A,Bの2班編成とし，各班メンバーを固

定することにした（表 4). 山地 A は山岳経験豊富なメンバーにより，短期間で多地点の調

表 4 謁在隊の構成

Table 4. Members and duties of the f£efd party. 

班 人 員 I刀¥. 野 役 務

山 地 A 小山内康人＊ 地質 通信，装備，叫録
士屋範芳 II 食料，地形図
林 保 測地，咀力，地磁気 気象，医療

山 地 B 閥橋裕平＊＊ 地質 通信，兵料，晶録
田結庄良昭 II 装備，地形図
蛭田慎 生物 気象，医療

＊リーダー，＊＊サブリーダー．
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査を行うことにした．これには測地の GPS観測を最優先することにした．また，山地 Bは

生物調査を考慮し，各調在地点ともある程度時間をかけて精在するものとした．これにより，

天候あるいは調査観点の差異によるあすか観測拠点帰投のずれにも対処できた．

期間の後半は班組成について適宜検討することにし，メーニパ (Menipa) (A-8) および

メーフィエル (Mefjell) (B-10) で山地 A に生物が加わり 4人構成となった．また，地質お

よび隕石調査には，適宜白石あすか越冬隊長の参加を得た．

3.1.2. 行動概要

今回の山地調査はヘリコプターの機動性を生かして，セールロンダーネ山地全域で行われ，

これまで未調査であった山地南部の高所地域や，バード氷河 (Byrdbreen), ナン七ン氷原

(Nansenisen) 等のヌナタークでも各種調査・観測を実施することができた． 調査・観測分

野は地質，測地，生物の 3分野のほか，測地観測の一環として重力測定，地磁気測定も行わ

れた． 山地 A は測地観測支援を行いつつ地質調査に従事することとし，南部地域を中心に

行動した．山地 B は地質• 生物調査を行うことになり，おもに北部地域で行動した．調査期

間は 1989年 12月 25日から 1990年 1月 31日までの 38日問であった（本調査は 1990

年 1月 5-31 日）．行動品録を表 5に示す．

調在は甚本的に計画段階での予定地を中心に行ったが，あすか観測拠点との往復飛行中に

ホッピングによる地質調在も行い，調査地点数は 77カ所に及んだ（図 3).

12月中ぱ計画通り， 設営・観測適地調在を兼ねた偵察慣熟飛行（小山内・林）とアウス

トカンハネ周辺の陸路調在（高橋• 田結庄・土屋・蛭田）が行われた．偵察飛行により，計

画にあった B-2地点は調在不適となり，これにかわる調牡観測地としてグンナーイザック

七ン山 (GunnarIsachsenf jell t: A-4)南部のカンペスクイネン (Kampesteinen)(A-4') を選

定した. 1月 1日はあすか越冬隊員とともにロムナエス山 (Romnaesfjellt) で地質• 生物調

査および測地基準点整備を行った．その後，ブリザードによるあすか観測拠点停滞が続いた

が， 1月 5日に本格的な調査が開始された. 1月 17日までは天候も比較的安定し，山地

A•B 両班とも順調に調在を行った．この間，メンバー固定の利点により，あすか観測拠点

を経由しない調査地の移動も行われた．また， 1月 6日には白石あすか越冬隊長による A-4

地点の地質調査も行われた．

1月 18 日は後半の調壺計画検討と休義のため， 全員あすか観測拠点滞在. 1月 19-25

日は天候不安定ながらも， 山地南部地域を含む調査を実施した． しかし 1月 26 日以降天

候が悪化し， 1月 30日の日帰り調企をもって山地調査を完了した. 1月 31 日は悪天のな

か，シール岩にて GPS観測および重力測定を行い，調査隊のすべての調査・観測を終了し

た. 2月に入ってからは，撤収作業，サンプル整理等を行いつつ天候回復を待ち，予定より

4日遅れて 2月 8日 30マイル空輸拠点に移動．翌 9日午後「しらせ」ヘリコプター 8便に

て物資・人員ともに収容され，全日程を終了した．



表 5 行動記録

Table 5. Records of the fieldwork. 
4
5
2
 

年月日：
I 

偵 察
•一

1989 i 

12. 25 1 A -11, B -1, 

I 

A-12, A-9 

A-8 
I 

26 A-9周辺

27 iあすか

28 I 
I 

II 

偵

地 I
A-2 

29 Iアウストカンバ不

30 : A-1, B-2 

！ 

I 

31 ! あすか

！ —し

年月日

I 
調在

1990 
1. 1 ロムナエス111

2 あすか

3 あすか

4 あすか

5 北バムセ山 (A-3)

察

行

l

動

飛` 行
―
已含口 録 調 査地

陸 路

］分野＊！

調
一
行 動 9

し

査
一
＝

h
-

ロ 録

A-11 2カ所，他は各 lヵ所適地確認

トビーターゲン，アウストカンバネ東部偵察

ブリザードにより停滞，待機

” 
睦路調在隊停滞のため，安否確認、

ペネトレークー落下試験後， 2130あすか発

AAルート

6 II 

7 バムセ山 (A-3)

8 プライクス
コールタネ (A-1)

地

A-1, B-2を遠慣（午前）

A-1偵察にむかうが，天候悪化のため，変更（午
後）

l アウストカンパネ］地，
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3. 2. 設営関係

3.2.1. 通信

山地隊 1バーティあたりの通信機として， 10WHF 1台， lWェアー VHF(AVHF) l 

台， 1WVHF 3台を準備した．これらは， いずれも携帯用通信機である． 通信機 1台につ

いて予備のバッテリーを 1日あたり 1個の割合で用意した. lOWHFは山地隊とあすか観

測拠点間の定時交倍用に， 1WAVHFは山地隊とヘリコプターとの交信に， 1 WVHFは山

地調査中の隊員同志の交信に用いられた. HF通伯機に代わり，あすか観測拠点との定時交

伯に 1WVHFを使用したこともあった．

山地調査時の通信は次の要領で行った．まず，現地送り込みの際，ヘリコプターからの荷

降ろしと並行してあすか観測拠点と HFで交信を行う． この交仙はともかく通じることか

確認できればよい．その後，キャンプ設営時に交信状態の良い場所をあらためて捜すように

した．定時交信は， 0930及び 2130の 1日2[!ii で通倍野根の項目に従 ✓")て交伯が行われた．

調査時に別行動をとる場合，隊員間で VHFにより適宜交信を行い安否を確かめた． ピック

アップ当日は，ヘリコプターフライト予定 2時間前にあすか観測拠、点との交イロを表（）に従っ

て行った．あすか帰投後，使用した通信機のバ、ノテリーを充電し，次の行動に備えた．

表 6 ヘリコプターとの交信内容
Table 6. Contents of the radio communicatio11 between helicopter and field party. 

ピックア，プ 2時間前の連絡内容

I) ヘリポートの変更の{f無

有る場合

・面の状態（モレーン，裸氷，甘等）

・離着陸方向の障害物の有無

・位骰：前回の場所からの方向と距離

2) 気依

天気，視程，風向風速，気ff, Iぺ温，実砧（でぎれは実r',';j)

このうち，前回からの変化煩向があれば伝える． さらに風についてしま詳し

く （じょう乱，弛弱， ま1>ってしヽる等）．
3) 搭載物

試料の重砧，容栢，荷姿

偵載場所の指定の打無
人を含めての 1機あたりの屯贔

表 7に山地隊とあすか観測拠点間の定時交信及びピックアッフf定 2時間前の交信結果

（受｛言惑度）を示した．山地隊とあすか観測拠点間の交信が HFで困難の場合， VHF了を用

いたり， ジェニングス氷河 (Jenningsbreen) 上にいた古氷隊あるいは昭和基地による中継

を依頼するなどしたため，まったくの通｛言不能日はなかった．ただし， 日帰り調在の際には，

あすか観測拠点との交伯を確保せずに凋在にでて， AVHFを常時オンにしてヘリコプクー

のピックアップを待つこともあった． 通信不能日がなかったとはいえ， lOWHFの通信機

の受倍惑度は心細い限りであった．山地隊の受信惑度が良くてもあすかの感度が悪いことが
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表 7 あすか観測拠点との交信状況

Record of the radio communication between Asuka Station and field party. 

0930 I 2130 /P/U予定 2h叫地、1、¥ I 0930 I 2130 . jP/~ 予定 2h前

,（陸路調査）
AA35 

II 4 (4) 

B-5 

” 
4 (3) 

A-6 

II 3(1--2) 

A-7* 

” ＊ 5 (5) 

， 

B-9 

4 (l) 

3 (3) 

1 0830 3 (2) 

3 (2) , 

3 (2) **1 

2030 3 (2) 

4 (4) 

! 1900 4(不明）

3(1-2) 

5 (5) 

2(N-l) 2400 2 (1) 

ff 

II 

”’ 
（山地B)
B-1 

II 

II 

A-2 

II 

II 

A-9 

II 

II 

B-3 

II 

" 
” 

B-4 

3 (3) 

3 (3) 

3 (3) 

3 (3) 

3 (3) 

3 (3) 

3 (3-4) 

! 4 (2 3) 
I 

1 3 (3) 

i 

3-4(3-4) 

3-4 (2-3) 

1100 3 (1) 

1400 4 (2-3) 

i J-4 (3) 

3 (4)'1 3 (2--3) : 

不明（不明） I 1500 3 (2) 

, 3 (2) 

3(2-3) 

3 (3) ! 

1030不明
（不明）

N, 雪氷
隊中継

A-5 3 (2) 
i 1900 3(不明） ’’ 

3 (3) 

A-8 3-4 (2) B-8 3-4 (3) 

” 
4 (3) 4(不明） II 3-4 (不明）不明（不明）

II 3-4 (不明） II 
＇ I 不I 明（不叫I

A-4 ' 1600 2•-3 (I) B-6 

8-IO AVHF常時 B-10' 3 (2) 
ON 

1900 3 (2) 

1530 N 

5
 

rl 
2 -3 (2) 

30 A-12 

＊印は VHF使用，他は HF使用，＊＊印は一部昭和基地による中継で，

数字は受伯惑度 (1--5), N は不能，（ ）内はあすかの受信惑度

不明は交信でぎたが，受信惑度の品録なし

1530不明
（不明）

AVHF 常時
ON 

受倍感度は 4.

よくあった．あすかのアンテナを仮設のものでよいから山地方向へ向ける配慮があってもよ

かったように思える．

現地における通信機の取扱いは慎重に行い，特に寒さによるバッテリーの消耗を防ぐため

に毛布や寝袋で保温するように努めた．その結果，予備バ、、1 テリーを使うことはほとんどな

かった．
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表 8 山地調脊隊共同装備

Tahle 8. Logistics equipment for theガe/dparty. 

----―ー ー・ー・ ―---------- --

品 名
-- -．一← —- -

幕党用品
--フン/

テン ト - ;アッ

ロー／レマッ

テン

ー）見＿＿＿＿格］

ト lピラミット・・iw.折りたたみ！
式

ト I 5つ折

ト 発泡ウレタン・アルミ蒸し

＇着ぎ
ト カマボコ刑

P テント用ペグ l

カマテン用ペグ

灯油 コ ン ロ オ プ テ ィ マス :lf45 L 

同上用バーツ

カセッ ト コ ン ロ CKIー1800ュニフレーム

同上用ガスボンベ i ユニフレーム-,り）廿 250g 

灯油携行缶 i201m
灯油用ポ リク 、／ ク： 3 I)I] 

灯油用じょうご小

ビニールサイホン 1 小

スイス メク !20 psc入り (100g入）

マッチ（防風） '2コ入

リペ アテー プ リ、ソプストップナイロン

ス コ ッ プ舟!J 先；• 金属柄

柄 付ぎブラシ 1 洗車用ブラシ

コ ン ロ 台 lベニャ板 (24mm) 30 cm 
角

、ンモコンドールグラスアイスハンマ

行動用品

補 助 p . ー フ゜ナイロン 6mm  40 m 

ヒ 、、1 ケ ル ノミンド付ぎ

ア イ ゼ ン '12木爪バ ン ド ケ ー ス 付

軽ア イ ゼ ン ！ バ ン ド 付

ロン グスパッツ

ラッシング用ゴムロープ コ`ム 2m

洲易手持ち風速壮

プ 、リング温度，；,-

気庄 高速，；十 i

気象観測野板！

通 信野帳，

ツェル ト!2-3人用

、 二酸素キッ ト ボケットオキ、ンゲン

拳銃信け弾

ヘ ル メ 、ッ トペ、'/ツルエクラン

牛活・調理用品

コ

L
且

J
I
 

ー
数 止

lfJ-' 
芳
7 

- ---

3張！軽量，コンパクトでヘリコプタ
ーの栢み込みに有効

6枚 ロールマットとの併用で保温極
めて良い．地学部門で用意

6枚 地学部門で準備

l張 i器材格納，作業場として有効
（あすかで調達）

ソ ヘ ル エノミニュ --・L

28本／張

40本 1 あすかで調達

6台 l

3式 ノズルー式，バッキン他

4台 簡便で炊事にぎわめて便利

48個

3債

3イ[&j

3個

3伯l

54個

24個

3糾

2本

3本 I
3個使用せず

3本

3本

6 本

6個 I 2本締固定バンド

6個 防寒安全靴に有効

6個'

8木

3台

3台

6台

3冊 I

3冊

4張

3式；

3式

6個使用せず

3個
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トペーバー

ス 'JK ワイパー

袋大 (10枚入り） 65x80 cm 

し
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切
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セ

ン
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ベ ビ

保

防

ガ
ム

フ

革

水

テ

ォ
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ム
油
油
。
フ

SEB 4.5 I 

<p 38 cm 

ペティナイフ 20cm

37x21 cm 

1 ステンレス

I竹製

20 1J怜入

#250 

# 250 Jfi 

3 fl,';J I 

3個

3例

3個

3涸

3組

2 fl,';] 

3個

3個

3個 l

6個 l

3式

35閥

30 fl叫
5袋

3個

12個

3個

3個

24 f[81 

あまり使用せず

使用せず

使用せず

Table 9. 
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日 111

黒皮

ゥ
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名

手

靴

手

レノ
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オ

ダ

ン靴下

登 山 靴

ン肌着上下

スコットゴーグル

同上用フェイスガード

シこ1 1) ンゲ

ィ

口

ブ Jレ

オー ロ

ナイロン

ラ

寝

同

ア

食

フ

／し

上

タッ

器セ

3.2.2. 

ヵ

ク

装備

ノ•ヽ

ザ

ラ

ヅ

ヅ

帽

帽

袋

袋

下

袋

ク

ト

淋手

厚手

特注

表 9 個人装備

Personal equipments for fieldwork. 
-←  ―.. --_,, ● 

•一- --

規 格
---- --- -ー・--- - ― - -

ICIオリジナル

GORO 

6mm9 

羽毛

ゴアテックス

70 I 

ヒマルチュリ

共同装備として表 8に示す装備を用意した．

個

枚

組

組

足

足

足

足

着

例

個

本

枚

個

間

個

人

ー

2

2

2

2

2

2

1

2

1

1

3

i

l

l

l

l

l

""-

備 考
"" 

地学部門で用意．ぎわめて好評

地学部門で用意．非常に良い

ヘリコプクー誘導に良い

地学部門で｝廿意．保温性極めて良い

地学部門で用意．ぎわめて良い

生物部門を除き，地学部門で用意

メラミンはしが短すぎ，熱に弱い

個人装備は表 9に示した． これら装備はほぼ

JARE-26 (森脇ら， 1985) 以来の山地調壺隊に準じているが， 今回初めて内陸部でのヘリコ
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プターを用いたオペレーショソのため，軽贔化，小刑化を計った．さらに高地での低温に備

えて，いくつかの装備の改袴，新規購入を行った．共同装備でぱ折りたたみ式ピラミッドテ

ント，力七ットコンロ， ロールマットとテントマットの併用， ミニ酸索キットなどである．

個人装備では山岳アダ、／ク用として JARE-27以来使用されている羽毛シュラフ， ゴアテッ

クスのシュラフカバー，高所帽などである．以下， 上記装備を中心として，その使用具合い

について述べる．

共同装備では，折りたたみ式ピラミッドテントはテ、ノト支柱が半分に折れるため持ち運び

が容易となり，ヘリコプターのキャビンに収容するのに短時間で簡便に行えた．また，テン

ト設営も従来のピラミット刑と同様に短時間で設常できた．さらに，強度についても 20m/s

を越す強風にもテント支柱は十分に耐えられ，居住性も良く快適であった．テントマット

(5つ折り）とロールマヅトの併用で保温は比較的よかったが， ‘吋面での設営時にはやはり

融水のしみこみがあり，改善を要する．特にテントマゾトぱしみこ Jーぃやすい．

カセットコンロは使用が簡便で，短時間で炊1じができ， きわめて好評であった．ただし，

高山では低温のため使用ができず，今後寒冷地用のボンベの使用が望ましい．炊事にあたり，

以前から使用していた庄力鍋を用いた．これにより高山での低い気庄 (680-700mb) でも，

失敗なく米を炊くことができた．灯油用携帯缶は卜｀ラム缶からのくみ出しの際， 口径があわ

ず，大きなじょうごが必要となり改善を要する．ザイル，アイゼンなどの行動用装備につい

ては，冬の訓練及び往路の船上で使用訓練を行ったため，装備と技術にあった行動バクーン

を確立することができた．これにより，高所地域での調在やヘリコプターの着陸地点選択の

枠を広げることができた．今後さらに，装備とそれを使いこなず技術修得のために，市前の

トレーニングを十分に行う必要がある．低い気庄に備えてミニ酸素キットを調逹したが，医

療の項でも触れるように医療担当隊員の助言により山地に携行しなかった．

ヘリコプター使用にあたり，各所でヘリコプクーの誘導が閻題となる． ピックアップ時ラ

イフミラーは現位置を確認してもらうのにきわめて有効であった． しかし，拳銃信号弾は短

時間しか作動せず，大きな効果はなかった． また，スノーマーカーも大きな効果を発揮てき

なかった．今後は発煙闘など，風の方向，強さをハイロノトが容易に理解し得るものも必要

と思われる．また，荷物のヘリコプクーヘの積み込みなどでは， ダンボール箱だけでなく，

より短時間で積み込みが可能で，場所をとらない大別の携行ザックなどがあれば便利かと思

われる．

個人装備では高所帽が頻面の防寒にぎわめて有効で，高所における一20℃ 以下での野外

調査でも，顔面への凍傷は軽微ですんだ．羽毛シュラフとゴアテックスカバーの併用は保温

性もよく，特にシュラフカバーは風も通さず，従来のダプルの寝袋に比べても優れた保温性

を得ることができ，高地での安眠に不可欠である．また，軽鼠小刑なのでヘリコフターオヘ

レーションに便利であった．
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今回，アイゼンぱ軽アイゼンと 12本爪アイゼンを用意した．軽アイゼンは今回調達した

新しい登山靴にひもが短く装着できなかった．やはり，巾前に国内で試着してみるべきであ

った. 12本爪のアイゼンはワンタッチベルトから 2本締ベルトに 1紺更したが， 脱落の心配

がなくきわめて有効であった．特注した Goroの登山靴は一部コムで皮の I::を覆うように改

裕されたため， しみ込みがなく，非常に良好である．なお，高地でも登山靴と同様に防寒ゴ

ム長靴を使用した．このため，ヘリコプターの乗降もスムーズとなり快適であったが，さら

iこ防寒性を高めた長靴が改良されればより有効であったと思われる．その他好評であったも

のにサロペットがあげられる．

その他のものでは，使用具合について特に問題となるものはなかった．個人装備では全く

使用しないものもあったが，気象やオヘレーション形態を考慮すればこの程度は必要であろ

う．

3.2.3. 食料

食料の品目・量については，第 30次観測隊で作成された国立極地研究所観測協力室の野

外調究用標準リストに沿って調達された．すなわち，観測隊の臭期行動計両に基づき，総人

日がわかり，標準リストにある A, B, C, D の 4日間弔位の献立を機械的に割り振り，総

贔を求めた．観測隊と「しらせ」補給科との交渉は，例年通り地学隊員が担当した．

観測隊内のバーティごとへの割り振りぱ，「しらせ」第 2観測宇と第 3観測室で行った．

特に，第 3観測室では，ハムスライサーやポリシーラーを用いて肉類や向付．潰物を野外で

使いやすいように小分けした．各パーティに配分された品fjのうち，冷凍品は第 5観測室の

冷凍庫に，食バンは観測隊冷凍庫にいれて保存した．そのほかの食料は，第 4船倉にバーテ

ィごとに山積みにした．セールロンダーネ山地調脊の甚本的行動形態から，山地用レーショ

、バま 3人 /3日を一洋位とした．船上食（夏期野外食料）は 4日洋位の献立に基づくので，

山地隊用食料全体から， レトルト食品やラーメンを優先的に調在期間のレーションに回して，

調理に手間のかかるものをあすか滞在中の食料とした．あすか滞在中は，調理担当隊員の好

意により越冬隊とともに観測拠点内で食事をすることが出来たので，あすか滞在用の食料ぱ，

あすかの調理担当隊員に適宜使ってもらった．

山地調在期間中の 3日単位＾の献立（表 10) では， 調理の手問がかからないことと， 米の

贔を慄準献立の 4分の 3にするなど軽星化に努めた． しかしながら，船上食の延長では，た

いした軽羅化とはならなかった．調査期間中の山地での食事は， 山地 A と山地 Bで気象条

件の違いや隊員の年齢構成及びし好に偏りがあったため，食事の内容に違いが認められた．

山地 A では，献：れ表どおりに食料を消費した日はなかった． これは隊員のし好もさるこ

とながら，気象条件の悪いセールロンダーネ山地南部の高地におけるテント内では充分な調

理を行うことがでぎず，火のとおりのよいものやレトルト食品に頓らざるを得なかったこと

が主因である． 山地 A の調在は，風が弱まり気温の上がる午後から夜にかけて行う日が多
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表 10 行動中の標準献立 (1人当たり 3日分）

Table 10. Standard menus for the field party (3 days per person). 
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*

＊

*

＊

*

*

＊

 

•9, 
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2

3

 

ハン 200g

＊コンビーフ 100g 

バクー 25g 

ジ，ース 1本

ノ、タ

ン 200g 

ム 100g 

25 g 

ジュース 1本

，＊米

＊即席みそ汁 1 p 

焼肉パック l p 

野菜 200g 

向付 20g 

漬 物 20g 

＊印の食料 3人x3日分を一斗缶 1個に船上でまとめた． これと残りの食料および調味料を 1回のフ

ライトごとに用意した．このほかに 7日分の予備食も携行した．

1/ 200 g 

ズ 25g 

25 g 

ジ」ース 1本

ノ‘ヽ

＊チ
ゞノ、ク

＊米 140g 

＊即席みそ汁 lp 

肉 300g 

菜 200g 

付 20g 

物 20g 

野

向
、:!'.

＇仇

＊米 140g 

i *即席みそ汁 l p 

うなぎ蒲焼 1 p 

＊カレーバック 1p 

向付 20g 

漬物 20g

・・.cニ.一= =一＾二．．：~ 一

の 他

ビール 1本

I * 果物缶詰 0.5缶

！＊チ 1 コレート 100g 

I * 紅茶 2袋

！＊スティックシュガー 2木

I 

ビ ール 1木

I * 果 物 缶 詰 0.5缶

、＊チ・」コレート 100g 

＊紅茶 2袋

＊スティヅク、ン .1. ガー 2本

ビ. . ー ル 1本

＊果物缶詰 0.5缶

＊チ：1 コレート 100g 

＊紅茶 2袋

＊スティックシ L ガー 2本

かったため，朝食兼昼食として米の食事を取った日が多かった．副食は，筋子，漬物および

缶詰類など全く手のかからないものである．納豆は解凍することができず食べられなかった．

夕食は，ハム，豚肉スライス，牛肉スライスなどを焼き，他にレトルトのカレー，、ンチュー，

うなぎパック，焼肉パックを使用した．ステーキ用牛肉，魚類は解凍することができず，ま

た調理に時間がかかるため，時間の余裕のある日のみ凍ったまま火にかけた．この他，あす

か観測拠点の調理担当隊員の協力により，あすか観測拠点でのカレーやスープのあまりをハ

ヅクしてもらい，これを解凍して用いた． レトルトやインスタントのものより格段にうまく，

好評であった．昼食用献立に食バンがあげられていたが，解凍でぎないため，携行して調査

中に食事を取るには全く不向きである．

今回のような気象条件の厳しい場所での，テント生活と軽量化を必要とする調査において

は，従来の献立に改善の余地は多い． レトルト食品の種類，址とも多くし，またつけあわせ

なども解凍が容易でかつ小分けしてハ、:1 クでぎるものを用いるべ彦である．山地 Bでは，ほ

ぼ献立に枯づいて食料を使用した．米の鼠は不足気味だったので，余分に持ち込んでいたも

ちなどを追加して食べた． レー、ンコン以外の別梱の肉類は， プ、ライス肉を使用し，解凍が困

難のステーキや魚類の調理は行わなかった．
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山地 A と山地 Bで食料の消費に相違があるものの， 共通していえることは今回のような

ヘリコフター使用の行動形態でしま，従来の小屋利用の定住型や舌上車隊の移動型とは異った

食料計画を考えておく必要性を痛惑した．その際，軽量化と調理の省力化に留意すべきであ

る．

3.2.4. 医 療

調在行動中は，医師が同行しないため，表 11 に示す医薬品を，あすか観測拠点で医療担

当隊員に用意してもらい各班が携幣した．

また，調在最高地点の気圧が計算上， 650mbに達すると予想され， 扁山病の危険が考え

られたので，簡易酸素ボンベも準備した． しかし，素人が安易に使用するのは危険であるこ

とやその効果についてもいまひとつはっきりしない等の事由で，医療担当隊員より使用を見

合わせるよう助言があり携帯しなかった．

高山病対策として，山地 A はバムセ山 (Bamsefjellet) より，一方山地 B はバルヒェン

山 (Balchenf jellet) と比較的高度の低い地点より調査を開始し，次第に高山地域へと移行し

高度順化を図った．

調査地域が全般的に高山で低湿，強風という厳しい自然環境にもかかわらず，幸いにして

大きな疾病やけがもなく医薬品はカット絆以外は全く使用されなかった．行動中のけがとし

表 11 携帯医栗品
Table 11. Medicines for the field party. 

医
---

No. j 

?』

3

4

薬品名

名 称（規格）

DASEN 

KEFRAL (250 mg) 

Voltaren (25 mg) 

DAN Rich 

5

6

7

 

ノズレン (0. 5 g) 

Buscopan 

Halcion 

8
 

Pursennid 

9

0

 

POPEMIN 

ゲンクシン軟背 (10 g) 

11 BAND-AID 

消 炎 剤

抗生物質

鉛｝角 /fl]

総合惑冒薬

胃北

鎖けい剤

睡眼薬

下剤

止痢剤

抗牛物質

効能および使用法

1回 l錠/1日3回． 他の抗生物質， 鎮痛剤と
し、っしょに服用

I [uJ 1カプセル/1 fl 3回．外傷時および気管
支炎，咽頭炎なとの炎症症状の時服用

1回 l錠/1 U 3回まで 頭胤紺廂および傷
の痛み等がある場合服用

1回 lカプセル／朝夕 2回． 鼻水， 咳等の普通
の風邪症状の場合服用．ただし発熱など炎症症
状を合併する場合抗生物質の服用も併用する

1回 l袋/1 I」3袋位まで． 胄崩， 胄部不快感
がある場合服用

1回 1錠，/1日3回まで.w桶のひどい場合服用

就眠前に半錠または 1錠．この錠剤は真ん中に
線があり半分に割れるので， 半錠ずつ服用する
(ようが良1,'

就眠前に 1錠．使秘の場合，まず睡眠前に多め
に水分を摂取，それでも解梢しない場合は多め
の水とf共に 1錠服用

1回 l錠/1 ll 2回．下痢が統く場合に服用

1日数回適贔を吃布，凍傷，熱傷，｝如内の炎症
時に塗布
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てほ， 山地 A に鼻と頬に 2度の凍傷 2件，山地Bに軽度のすり傷 2件があった．強烈な紫

外線，風等にしま支給されたリップクリーム， 日焼け止めクリームが有効であった．

調府隊全員は，夏期訓練で東京消防庁の救急看護の講習を受けており，またその中の 1名

ぱ含らに特別救急看護講習も受け万仝を期した．

しかし，それらの準備も大切であるが，各人の安全への意識が病気，けがを防ぐ最良の方

法だったということはいうまでもない

3.2.5. 車両

今回の調府のうち車両を用いたのは， 1989年 12月 25 日から 12月 29 日に行ったア

ウストカンパネ方面の調脊のみである．用いた車両はス／ーモービル 4台，スノーモービル

用小刑そり 4台である． スノーモービル 4台のうち 1台ぱ距離計が壊れていたが， （あすか

観測拠点出発時気付かず），それ以外は概して快調であり， トラブルは生じなかった． 一方

スノーモービル用小型そりは 4台のうち l台のそりが，往路に片側の足がすべて折れてしま

った．これは事前点検が不十分であったことと，荷くずれのため荷重が片寄ったためと考え

られる．以後ごく軽量物を載せるにとどめたが，けん引に支障はなかった．

l台のスノーモービルの距離計故障のため正確な走行距離はわからないが，およそアウス

トカンバネ周辺調在組は約 90km, トビーターゲン (Tvetaggen) まで調査を行った組は約

l-:10kmである．燃料は，携帯缶にて 40Iを持参した． この他ヘリコプターで AAルート

のベースキャンプ (AA-35) にドラム缶 1本をスリング輸送してもらった．このためガソリ

ンは十分余裕が有り，結果的にはドラム缶内に約 60I残し， AA-35にデポした．

4. 調査・観測の概要

4. 1. 地質

4.1.1. 調査概要

JARE-26から始まるセールロンダーネ山地地学調壺計画の第 6年次にあたる JARE-31

では，初めてヘリコプターを導入した地質調在を行った．このため従来の陸路調査に比して，

機動力は格段に向上し，調査地域はセールロンダーネ山地全域におよび，かつ陸路での到逹

が困難な箇所の調査を行うことが可能となった．

最初の調府地域であるアウストカンベネおよびトビーターゲン周辺は，ヘリコプターの慣

熟飛行と着陸適地調査の期間を利用して，陸路による調杏を行った．この陸路調在は，着陸

適地調査を行った小山内を除く，高橋，田結庄，土屋の 3名が，従来の地質調査の補足とと

もに，南極の自然環境への慣熟および地質調任方法の検討を兼ねて吏施したものである．

ヘリコプクーを用いた地質調在は， 所定の調在地点に 1-3 日滞在し， テントサイトを基

点として周囲の地質調粁．を徒歩で行ったほか，ヘリコプターでホヅピングを行い，着陸地周

辺を数分から 30分程度の時間内に凋1fすることも取り入れ 2形態とした．ホッピング調脊→
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しま， あすか観測拠点を基点にするものと， 所定の調査地点の移動時に適宜行った．

以上の調査の結果，

量約 1.8 tに達した．

徒歩調在，

調在地点の選定にあたっては，

ホッピング調在地点総計 77カ所（図 3)'

未調杜地域を主体とし，

総岩石試料重

2500m以上の高地やより南部地域などの箇所を優先させた．

特に陳路での到達が困難な約

また着陸適地調在結果に枯づ

き， 調在地点は適宜変更した．

調任用具は， 通常の地表地質調査用具の他に帝磁率計を持参した （表 12). 用いた地図は，
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表 12 地質調杜用器材
Table 12. Equipments for geological survey. 

規

ビック型

長柄

深田式

角J1J2 kg 

ツァイス 10倍

格

アルミ岐

K2 

K T-5 

J H-8 

9V 

岩本 I刑

ニコソカルナ 8倍

ニコン FM他

カラーリバーサル他

ー・斗缶

布袋 30x40 cm 

20x 30 cm 

ビニール袋 26x42cm 

15x27 cm 

ポリ 48x62 cm 

4倍伸

房

数 量

8本

4木

4台

4台

3本

8本

4 (t,fil 

4本

4本

4枚

4個

4偕

4 (Iii] 

4本

4枚

l台

2台

l台

6 (~ 月

4個

4台

8台

400本

110個

800枚

1500枚

800枚

800枚

200枚

3祖

l組

50冊

l式；

備 考

替柄 3本

私物

私物 4台

しらせ戌骰30個を含む

22, 28, 29次豚撮影
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表 13 地質調査地点

Table 13. Record of the geological survey. 

月 日

l 990. l. 5 

I. 6 

I. 7 

l. 8 

I. 9 

l. 10 

1. 11 

山 地 A 山 地 B 
・- -- ---・-- ----

徒 歩 調 査 ホッピング凋査 徒歩調在 ホッピング調牡

北バムセ山(A-3') 北(Bバルヒェン山
-1) 

” ：グンナーイザソクセン山＊ II 

バムセ山 (A-3)
ブライクスコール I

タネ (A-1)

// ! グラーシュノ、ウゲン

バルヒェン山南西方

クンナーイザック
セン山南西(B-5) ! 

11 : B-5周辺 2地点
メーフィエル山東

［ケイペン

1 ボンドトソパ不

：サーレン

1.12 i アルデン (A-6)

1. 13 j ワルヌム山南西
i (A-7) 

1.14 II 

1.16 I ロイサー不 (B-9)

！スマレッガ南西

ドンガネ

Iブラットニーパネ 2ヵ所＇
デローム

カウシンクナッペンノ

バン・デ・カンハマレン

1.17・ トビヘグダ(A-5) トレリンダーネ

l. 19 ! メーニパ (A-8) I ルンケリッゲン
(B-8) 

I . 20 11 

I. 21 11 

1. 23 カンペスクイネン i クバールフィンネン
(A-4') 

i 
カウサ不

＇ピカイオト

II クラッケン

南バルヒェン山
, (A-2) 

” カッゲン

アウストカンバネ
(A-9) 

II 

II 

タンガーレン
(B-3) 

” 
” 

デュフェック山
(B-6) 

A-9東方

トビーターゲン

ロジャーストッパネ

ッフサネ北

スモツフサ不

；クラケムーレン

I 

！クラケムーレン 2地点

；ブロスキルカンペン

＇ボンドトッパネ

フェステ

1.24 lメーフィエル山頂 クロクリ、ノゲン 3地点
, (B-10) 

スカンセリッゲン

1 スカンセリッゲン南

1 コムサ 3地点

I北メーフィニル山
I (B-10') 

5

0

 

2

3

 

．
 

~
~
 

” 
北バルヒェンIll

，南バルヒェン山 4地点
I 

グラーシュハウゲン北方

イスクラッケン 2地点

イスローセネ 2地点
アウストカンパネ山m
アウストラッバネ 3地点

トリリンガーネ

ヘステスコーエン

* JARE-31越冬隊白石和行氏による調在
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主として JARE-28及び JARE-29で撮影した航空写真の 4倍引き伸ばし図（約 1万分の 1

縮尺に相当）であったが航空rサ真のない南部地域の一部については，ノルウェーの 25万分 l

の地形図を 1万分の 1にトレースしなおして使用した． しかしながら，ヘリコプター着陸地

点が稜線や山頂付近の場合，徒歩調任範囲が限られることから，持参した地図が有効でない

地点が多かった．

隊の構成は，山地 A には小山内，土屋が， 山地 Bには高橋，田結庄の 2名すつに分かれ

調究を行った．徒歩調在では各班 2名はほぼ同一行動をとり，ホッピング調査では，ヘリコ

プター 2機に分乗しそれぞれ異なった地点の調任を行った．

表 13にヘリコフターを用いた調化地点を示す．

4.1.2. 地質概要

セールロンダーネ山地は，各種変成岩および深成岩から構成されている．変成岩類は，

砂～泥質岩を原岩とした角閃石相～グラニュライト相の片麻岩類を主体とする Teltet-

Vengen group (以 FTVG) と，中性～塩甚性岩源の角閃岩相変成岩からなる NilsLarsen 

group (以下 NLG) の 2つに大分される (VANAUTENBOER, 1969). JARE-26以来の陸路

調在の結果，セールロンダーネ山地中～西部地域ではこれら両グループが東西走向で南北に

配列し，両者の境界は MainShear Zone (以下 MSZ;KOJIMA and SHIRAISHI, 1986)であ

ることが明らかとなっているが， ILI地中～東部では両者の分布，関係が不明であった．今回

の調在では，セールロンダーネ山地全域を概括的に見直しつつ，未踏在地域を重点的に調査

した結果， TVGと NLGの正確な分布や変成岩の地域的分布が明らかとなった．今回調在

を行った地域のうちメーニハ～グンナーイザックセン山南西部およびプライクスコールタネ

(Bleikskoltane) の地質は， 斜方輝石一ざくろ石片麻岩， さくろ石一Jl線石一黒実母片麻岩

およびざくろ石一黒実母一石黒片麻岩を主とし，角閃岩，斜方輝石角閃岩を介在し， グラニ

ュライト相に達する変成作用を受けている．この他石灰吐酸塩岩および大理石の薄層が頻繁

に挟在する． これらの岩相分布の特徴は， TVGを示すことから， グラニュライト層に達す

る TVGは，山地の北部東部，南東部の広い範囲に分布することが明らかとなった．

一方，角閃岩相程度の変成度を示す TVGは，クンガーレン (Tanngarden),テルテ (Teltet),

ベンゲン (Vengen) およびバルヌム IIJ (Walnumfjellt) 北部に分布する．

七ールロンダーネ山地西部に位趾するバムセ山は，主としてトーナル岩および塩基性変成

岩からなり， ごくまれに石灰吐酸塩岩を挟在する．これらは一般に後退変成作用を伴うマイ

ロナイト化を受け，）王砕トーナル岩，角閃石片岩およひ緑色片岩となっている．一般走向は

EW,___,N45°Eであり，バムセ山は，バルヌム山南西部， ビーデレー山 (Wideroefjellet), ニ

ルスラルセン山 (NilsLarsenfjellet) とほは東西に分布する NLGの西方延長と考えられる．

同様の岩石構成を示す地域は， ロイサーネ (Roysane), バン・デ・カンハマレン (Vande 

Canhamaren) およびドンガネ (Dungane) が確認された． これらの結果から， NLGの分
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布域は，！レンケリッケン (Lunckeryggen) より西側に限られ， MSZを北限とし， ロイサー

ネからドンガネにかけてを南限とすることが明らかとなった．

カウシンクナ ・ ッハ不 (Rogerstoppane), デュフッヘン (Caussmknappen) ロジャースト

工‘ノク山 (Dufekf jelle t) 南部 ツフサネ (Tufsane), トヒーヘグダ (Tvihogda) およびボ

ントクナウサネ (Bondknausane) などセールロンダーネ山地最南部には， 黒雲母ーさくろ

石片麻岩，黒雲母一角閃石一ざくろ石片麻岩などの角閃岩相高温部に属する片麻岩類の分布

が新たに確認された． これらの片麻岩類には，花向岩類の貫入が頻繁に認められ，花曲岩体

接触部付近では変成岩類の一部がゼノフロックとして含有されている． これらの片麻岩類が

TGVに属するかそれとも TGVとは異なる岩相のユニットであるかについては今後の検討

を要する．

深成岩類は主として花岡岩， トーナル岩，閃緑岩および閃長岩からなり，このうち化岡岩

類はセールロンダーネ山地全域に分布している．従米，花蘭岩類は MSZの形成に伴うマイ

ロナイト化により古期花湖岩類と新期花協岩類の 2つに大別されている (SAKIYAMAet al .. 

1988). 本調有においてセールロンダーネ山地全域にわたり花岡岩類の比較検請を行い総合

的に見直した．

主要な花協岩質岩体は， ピングビナオ(.、 Pmgvmane), ペンケ‘/, ルンケリッケ／， プュ

フ ク山， メーフィエルおよびベルケルセン山 (Bergersenfjellet) などに分布してし、る．

これらは，変成岩に調査的に貫人し，変成岩のフロックの同化が進んだような岩休（ベルゲ

ルセン），花巌閃緑岩質で片麻状構造が認められる岩休（メーフィエル），岩質は塊状の花巌

岩だが境界部で変成岩の同化が認められる岩体（ピングビナネ）および変成岩に非調和的に

貨人し，岩質が塊状の花岡岩からなる岩体（ルンケリッゲン）など，花岡岩類のなかでも岩

体によって岩質・産状が異なる．今後各岩体の詳細な比較と活動時期区分の細分化，地域性

の検討などが必要となろう．

岩脈類は，ヘグマクイト，細粒花岡岩およびトレライトからなり，これらば七ールロンダ

ーネ山地全域に分布している．

JARE-26から続く陸路調壺およびヘリコプターを用いた本調査の結果， セールロンダー

ネ山地の岩石分布についてはほぼ全容を明らかにすることができた． 一方， TVGと総称さ

れる変成岩類の細区分， NLGの地帯構造区分上の意義最南部に分布する片麻岩類と

TVGとの関係，さらに花協岩類の岩体Iメ．分などの多くの間題が新たに提起された．

セールロンダーネ山地の地質概要がほぼ明らかになった現在， JAREにより長年蓄積され

たデータを総合的に再検討する時期にきている．セールロンダーネ山地の地質は，周辺地域

も含めて東南極の広域テクトニクス，さらにはゴンドワナの形成・分裂プロセスを明らかに

し得る絶好の材料を提供してくれた．

4.1. 3. IIU石調牡
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セールロンダーネ山地南部地域のナンセン氷原および JARE-29で多数の隕石採集を行っ

た東部地域 (RY180以南）の裸氷域で， ヘリコプクーにより隕石探査を行った． 特に東部

地域においては，約 30mの対地高度で飛行しなから探在した． しかしながら例年に比べ梢

雪が多く裸氷域が少なかったこと，時間的制約があったこと，さらに隕石探在に不慣れなこ

とにより発見には全らなかった．

4.2. 測地

4.2.1. 観測の概要

セールロンダーネ山地南部を中心に，地形図作成のため基準点測量，重力測量および地磁

気測量を実施した．夷施作業量は基準点 11点璽力測鼠 13点，地磁気測量（全磁力） 5 

点，刺針 8点（残り 3点は空中写真未撮影）である（図 4).

今回の作業の特色は，作業地域が高山であり，また， クレバス憎が多く，従来の古上車や

スノーモービルによる陸路走行では容易に目的地に到逹できない場所であるため，観測隊独

自のヘリコプター (AS350B) 2機を導人した行動体系であることと， NabstarNavgation 

Satellite System (NNSS)を利用した JMR装置に代わり， GlobalPositioning System (GPS) 

を本格的に基準点測量に採用したことである．

甚準点測量は，この人工衛星観測 (GPSによる）で経綽度， 棟高を決定した． 使用器種

は TRIMBLE4000STでレ フータロガー， アンテナ一体型であるが，本体保

温のため外部アンテナを使用し， 4衛星以上を同時に受信して位置を決定する一点測位法に

より， 5秒ごとのデータを 3時間程度収得することを目標に実施した．

本観測期間中の GPS衛星受信可能時間惜は， 1530LT より 4時間が良好な時間惜であり

かつ，最初の 1時間が最良の衛星配骰であったので，それに合わせて行動を行った．

電源には，小型発電気（ホンダ EX300) を利用し，予備に TRIMBLE専用バッテリーを

持参した．発電機は高山，低温にもかかわらず安定した軍圧を供給した．

基準点標識は，頁ちゅう製の改良型金属標（森脇ら， 1985) を使用し，ジャンヒングによ

り岩盤に穴をあけリングボルトで固定し，さらに早期凝固セメントを用いて埋標した．金属

標の番号は設置した順に， 31-01から 31-11 とした．

重力測量は， ラコスト重力計を使用して｀ シール岩の虫力甚準点 (26-01) を枯、1、~/、として

各甚準点に取り付け観測を行い，作業終了後同基、点に戻る環となるように史施した．観測は（

内訳は，基準点上 7点， トリリンガーネをはじめとするバルヒェン山東部の小露岩で 6、点で

ある．重力!tの 12V バッテリーの充軍には，現地では発電機を利用した．

重力計の連搬は毎次隊，その防振対策に苫労しているところであるが，ヘリコフターでの

運搬は厳重な防振対策を購じなくとも安定しており，観測全体を通じテアーは起きず，測位

系にもトラブルはなかった．

地磁気測量は，桔準点上で実施し， 1測点 10ハスの全磁力を測定した．



セールロンダーネ山地調査隊報告 (JARE-31) 471 

Table 14. 
表 14 測地観測器材

Equipments for geodetic observation. 

品
aa  

GPSレシーベー／データロガー

GPS保温ケース

GPS外部アンテナ

GPSアンテナケープル

GPS専用バッテリー

GPS OSM 

延長コード

発電機

三脚

重力註

磁）J Jt 
気圧 JI

名

混合ガソリン

テルモス

背負子

クロモリハーケン

II 

スクリューアイスハーケン

，，ヽン/ -'<ー

アイスハンマー

クガネ

チ

テ

ジャンビングセット

コンベックス

在尺

垂球

測旗

雑具袋

テント

整準台

金属椋

ペ ン／

コ

ナイロン補助ロープ

針金

ポ ン プ

レスキューシート

早期凝固セメント

ガーゼ

ガムテープ

ザ

乾
ッ
電

ク

池

7m 

規

II 

II 

” 

ホンダ EX300 

, WILD 

LACOSTE 

プロトン

アネロイド，
ン／

50: I 

BL 

CL 

20cm 

＇ダンロップ

真ちゅう製

Iアルミナ
！ 

ポーリン，

i単一（プロトン用）-.. .. . 

格

TRIMBLE 4000 ST 

11立造船情報、ンステム K.K.製

TRIMBLE 

トーメ I

j 

数

台l

l

l

l

2

 

量 備

---- -c 

考

ヘリコプター搭載物品

” 
II 

I/ 

II 

l

l

l

l

l

l

3

 

II 

II 

II 

II 

II 

II 

II 

40 I 
（全期間）

l 

l 

20 

20 

10 

l 

I 

2 

II 

II 

II 

II 

II 

” 
II 

II 

II 

II 

1

2

2

1

1

2

l

 

II 

II 

II 

II 

II 

II 

II 

、
'

g
g
 

)

m

m

k

k

 
5

5

1

5

ー

。

片＂

l
l
l
I
I
n
5
0
2
0
ー

ー

5

i

2

ヽ

t
~
 

ー
ヽ

全（
 

ー‘、,`‘

9

,

 

II 

II 

II 

” 
II 

// 

/I 

II 

” 
II 
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表 14
Table 14. 

ーマ←—--~-—-- ---―------------—―――ニ--- -; -

品 名

温度壮

屯）J ;; 十観測台

頂力計バッテリーチャージャー

双 眼鏡

手簿バ` サミ

各種観測手簿

カメ プ

つづき

(Continued) 
-----"--- --_cー一 ．． こ..― -― ー ：・'・ ・・-" --"・ -~" 

規格 数

用使て
”
 こ‘“, ヵヽすぁ

，
 

9

9

9

,

 

、
,
'
’

式

式

式

箱

枚

式

台

式

台

台

個

式

贔

2

0

 

-

2

l

l

l

l

l

l

l

l

l

l

o

l

2

1

2

2

8

1

 

6

2

 

備 考

テンボ

II 

” 
” 
” 
II 

” 
フィルム

空 中 写真

文房几

GPS用ラップトップバソコン

GPS用プ リンクー

!,1J 用紙

GPS品録用フロッピー

L 11. 
ノ ‘

叶 符機

JMR NA 

経緯低

測距低

反 1:村鍼

ノミ、ノクアップ器材

刺針は，

カラーリ、/~ーサル

1 東芝 J-3100GX 

，、ンチズン MODELLSR-10 

, 21-1D 

シ¥'--プ PC-1261,PC-1251 

I WILDTり

HP 3808A, DI 3000 

3素r

JARE 28-29の撮影した空中'f-j.真に，

” 
” 

II 

” 
II 

II 

” 
未使用および+vm

II 

” 
II 

” 

設置した基準点位置をプロットした．

未撮影部分については撮影終了後，

に示す．

4.2.2. 所感

今回の作業は， 観測隊独目のヘリコフター導人により，

また，

ただちにフロットする予定である．使用した器材を表14

新しいスクイルの行動体系であり，

そのヘリコプターの持つ機能を十分に生かせたものであった．

ヘリコプクーと GPSの組み合わせにより， 従米では到底不可能であった広範囲の作業地

を踏破でき，短時間に位闘決定ができたことは，

成果であろう．

今後の測壮の在り方を考えるとき， 大きな

4.3. 

4. 3.1. 

生 物

謁在概要

本調在は， 前年度の第 30次七ールローダーネ山地生物謁Nに引き続き， 南極内陸露岩域

におげる生物相（土壌動物および植物） とその環境要因の把握を主な目的とする． 前年度の

闊ftは山地内・部を対象として行われたが， 今日の凋在は，

コフクーを活用し， 夏期ォヘレーションという短い期間に，

川地凋在のために導人されたヘリ

控路調在では到逹困難な地域を
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広くカバーする形で実施された．そのため今年度の調脊範囲は，各調牡地での滞在期間は最

長でも 2泊 3日と短くなったが，未調究の山地東部を含み，山地の北側を中心に広く東西に

わたることとなった．

(1) 調査地（図 3): アウストカンバネ（陸路調1~). 北バルヒ :r.1/li/ (B-1), IYIベルヒ

ェン山 (A-2), アウストカンパネ (A-9), タンガーレン (B-3), ベンゲン (B-4), メーニ

バ (A-8), デュフェック山 (B-6), メーフィエル (B-10), ベルゲルセン山 (A-12). (調

査順）

(2) 七壌動物：地衣類・屎類・鮮類群洛やユキドリの巣および砂礫地などの microha-

bi tatごとに， コアサソプラー (20cmパ 5cm) で， 屹性土壌動物抽出用，湿性土坑動物抽

出用および土壌分析用に 1200cc (100 cc X 12塊）の土壌を採取した．環境の急変に弱い乾

性士壌動物（トビム・ン， ダニ）をでぎるだけ早く抽出するために，あすか観測拠点にツルグ

レン装置 (10連x3台）を設置し，あすか観測拠点に戻り次第，速やかに試料を装置にかけ

た．調査地点や天候との関係で，装置にかける時間もなく次の調在地に向かった場合や，甚

地に戻るのが遅れて土壌の採取から装置にかけるまでに長時間経ってしまった場合もあった．

そのほかの試料は凍結して持ち帰り，掃国後，ベールマソ装置による湿性土壌動物（センチ

ュウ， クマムシ等）の抽出や土壌の分析を行う．なお，無人気象観測器 (KADEC-U) を 2

台用意し，各調在地で状況が許す限り気温と裸地の地表温度を測定した．使用した器材を表

15に示す．

(3) 植物：植物の探索にあたっては，ユキドリ営巣地周辺や日当たりの良い，風の影響

をまともに受けない，さらに何らかの形で水分の供給があるという場所にまず足を運んだ．

地衣類・藻類の多くは，岩石の割れ目などの狭い隙間に入り込んでいたり，表面に付着して

いるので，ハンマー・タガネを用いて岩ごと取り出した．採集品はまず紙袋にいれ，それを

布袋にまとめて甚地に持ち婦った．基地では作業棟内のダンボール箱に納め，凍結状態とし

た．これらのサンプルは帰国後，それぞれの専門家によって研究されることになる．

4.3.2. 調在結果

JARE-30の調査では， セールロンダーネ山地西部には多数のトビムシ・ダニが生息して

いることが確認されたが（森脇ら， 1989), 今回の調在でも西部地域のタンガーレン・ベン

ゲンで，ユキドリ営巣地の土咄， t濱類群落，地衣類群落の試料からツルグレン装置を用いて

多数のトビム、ン・ダニを採集することができた． また，崖周問の土壌に半ば埋もれている石

の表面に，これらの動物が群れをなしているのを肉眼で確認した．また，凋托員（蛭田）は

植物を専門としていないため，採集された地衣類，藻類，酵類の種数は把握でぎないが，ほ

ぽ全域でこれらの植物の少なくとも 1つは確認することができた．地衣類ぱ北バルヒェン山

を除くすべての調脊地で，大きな藻類群落はタンガーレン／ へ／ゲンで，酔類はタンガーレ

ンで認められた． また，山地調在隊Aによって，山地南西部のバムセから地衣類がもたらさ
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表 15 生物調査用器材
Table 15. Equipments for biological survey. 

ー一cc一ー・』 一 —·- ・-・・ - .. .• .. ——. . . . .• ―....、ー・••―·~········一—-··- ····•···· —• 一.・・--. --.... ---・・-・・-・・ ●● —..... 

品名 ＇亘
I 

規 格数甲

ヅルグレソ装似 特注

コアサ ン プ ラ ー 100 cc)廿

クーラーボ、ソクフ、 43 l 

26 l 

岩木 5刑

ピック 刑

i J 乱 牡

ン, -、9

タ ガネ

スコップ

根掘り

無人気象観測器

棒 温度壮

デジタル温度計

ディスポサンプル袋

ポ l) 袋

夕

↓

l

r

r

‘

 

11

胤

袋

袋

ゾ

広口 T

50 m メジ

クリノコ

ル

折

高

野

ヵ

れ

渡：

メ

J
1
 

附

刑瓶

7' 

ン,,~ ス

コンベックス

ペ

尺

,d-

帳

ラ

三折れ式

KADEC-U 

-20-+50℃ 

12x 18 cm 

15X27 

18x 32 

26x42 

20x 30 

30x40 

l2X25 

151 X 151 X 99 

232 X 167 X 58 

167x 117X58 

117 X 84X28 

300 cc 

500 cc 

1000 cc 

深田式

xl8 

Im 

6000 m 

フィルム

ビデオカメラ

8ミリビデオテープ

使い括てカイロ

アルコール ， 

-----―; ― 

オ リ ンパス LT

リバーサル

ソニー TR-55

70% 

3台

20債

2個

2個

1個

2本

4 本

1本

I木

2台

2本

l台

1000枚

500枚

500枚

500枚

200枚

200枚

200枚

50個

50個

50個

50個

185個

10個

50個

2個

1個

2個

1個

2本

1個

4冊

l台

50本

l台

15 ,{こ'

30袋 1

20 L 
I 

-- -—. . --

備

あすか内で使用

+. 壌試料の定闊採集用

—-.=ニニc~一

考

地衣類の採集に使用

II 

気温・地温の測定

植物試料用

土壌栖本用

採集標本の凍結防止用

抽出動物の保存用

れた．

アウストカンバネを除いて，今回踏み込んだ東部地域と中央部のメーニバ・メーフィエ

ル・デュフェック山ではユキドリの巣は確認されず，個体の視認数も極くわずかで，夏期の
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ほんの一時期のそして限られた地域の比較ではあるが，ユキドリの多い西部地域とは，環境

が明らかに異なっているように思われた．例えば，東部・中央部がカタバ風のためか貧弱な

柏生であるのに対し， タンガーレン・ベンゲンは，穏やかな気候のところらしく，ユキドリ

の営巣地周辺はもちろん広い範囲で地衣類等の植生がはるかに豊かである．ユキドリの巣が

認められたアウストカンパネは風の影響が大きいらしく，植生が貧弱で，他の東部・中央部

地域と同様の様相を呈していた．詳しい分析は帰国後行うが，今回の調在から，セールロン

ダーネ山地という一つの露岩地帯でも，上記のように生物にとっての環境は東西で大きく異

なることが推測された． このことは，ヘリコフターを活用することによって，広大な地域で

の同じ調査員による同じ時期の調査を可能にしたことによる一つの成果であると考える．

5. 気象

各調査地点の気象データは，アウストカンバネ陸路調査のものと，山地AおよびBによる

ものとに分けて表 16, 17に示してある.A隊ほ主として気象条件の厳しい山地南部の， B

隊はより穏やかな北部のデータを提供している．表にはでていないが各班とも，常にヘリコ

プターの運行を念頭に置き，天候の時間的変化に注意を払いながら気象観測を実施した．

表 16 アウストカンパネ気象記録
Table 16. Meteorological data of Austkampane fieldwork. 

時刻 LT気庄忽温天気風向風速視程雲量雲形標高
月日時分 mb C 真方位:m/s km (10) m 備 考

1989 Iロムナエス視号’アウストカン
12. 25 2100 890 -7. 5 ◎ SE 3 40 10 ~950 方パ面ネ天山頂気見良好ぇ ． バルヒェン山

12.26 0900 880 -5.5 0 SE 8 ＊ 5 II 

2100 --- -2.5 0 SE 7 ＊ o+ II 

12.27 0900 870 -3.0 0 SE 7 ＊ o+ ,, 

12. 28 2100 -6.5 ＾ I ,-• SE 10 20m II 

12.29 0900 -5.0 ◎ SE 7 JO II アウストカンパネ視認

＊ロムナエス視認

12月中のアウストカンパネ陸路調脊およびヘリコプターの偵察飛行終了後， 天候が悪化

し， 1月4日までヘリコプター・オペレーションが実施できず先行ぎが心配されたが， 5日

以降回復し，以後 20 日問近くヘリコプターの運用に大ぎな支障が無い状態が続いた. 1月

末は天候が安定せず，最後のフライト (1/30) は，バイロヅトが天候怠変の兆しを察知し，

時間を急きょ切り上げての調在隙ピックアップとなった．

A, B隊からのコメントを以下に挙げる．

A隊：南部高山地惜ぱ風が強く， しばしば午前中は 1400頃まで調在不能となることがあ



表 17a 気象記録（山地A)

Table 17a. Meteorological data. 
4
7
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地
時刻LT 気圧気温 風向風速
月日時分 mb °C 天気 宜方位 m/s 

1990年
北ベムセ111 (A-3') 1. 5 2100 776 -5.1 ◎ 
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表 17a
Table 17a. 

つづき
(Continued) 

地 点
時刻LT
月日時分

ロイサーネ

気圧
mb 

--
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km 

雲量
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m 備 考
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表 17b

Table 17b. 
気象記録（山地B)
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表 17b つづき
Table 17b. (Continued) 
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った． このため調査時間帯を 1200-2100頃にすることが多かった． また気圧が 600mb台

の行動では呼吸が苫しく，体力を消耗した．

B隊：西部のタンガーレンおよびベンゲソでの風の弱さが印象に残る．気温は他の地点と

比べて特に高いということはないが，風がないため暖かく感じ，植物の豊かさからも推測で

ぎるが，大変穏やかな気象条件の所といってよいだろう．

6. わわりに

ヘリコプターを利用して，これまでの末調育地域を中心にセールロソダーネ山地全域で地

学• 生物調査を行うこと，これが JARE-31夏隊山地調査隊の目的であった．同山地野外調

査は JARE-25の予察（セールロンダーネ山地予備調査隊， 1984) に始まり，引き続く 5年

間で多くの実績が上げられてきた．これらの中で多分野構成の調雀隊における調在方法ある

いは設営方法について，ほぼ確立されていたといっても過言ではない．今回の調査において

も，設営関係については JARE-27(森脇ら， 1986) 以来準備携行されていた山岳アタック

用の形式を踏襲することでほぼ問題なく，若干の変更を行うことにとどめることができた．

しかし，調査方法については全く新たに検討しなければならなかった．各調査地では徒歩に

よる以外調在手段はなく，短時問の間に多分野にわたる調査・観測をいかに効率よくかつ有

機的に行うかが，焦点となった．また，調府・観測とヘリコプター運行時刻との対応をどの

ようにするかも問題であった．これらは，山地南部あるいは山地高所地域における地形，気

象等の情報不足によるところが大きい． しかし計画実施の際には，ヘリコプターチームも交

えて現地状況について検討をかさね，臨機応変に対処することによって問題は一つずつ解決

されていった．

ヘリコプターを用いた調在には多くのメリットがあると同時に，デメリットも生じる． ク

レバス，アイスフォール等により陸路では到達不可能な場所，あるいは短時間の日程では逹

し得ない場所も十分調査可能である．また，多地点を短時間でホッピングしながら調査する

といった，広域調査にふさわしい調査方法もとれる．岩吃登はん，茸咲登行なども削減され，

ある意味で危険度も減少する． メリットは大きい．一方， 自力であすか観測拠点への帰投が

不可能と思われる遠隔地での調査も多く，非常時には多大な危険を内在しているといわねば

ならない．さらに，調査日程が従来の調査では考えられないほど，天候に左右されやすい点

も問題と思われる．総じて，従来の調壺方法では数年間かかった地域を，襄期 1シーズンで

調査可能であったという，へ l コプターオペレーションの魅力は大きい．今後，ヘリコプタ

ーを用いた調在が多くなると思われるが，広域調在は反面，各調脊地での成果が「点」に終

わる可能性を秘めている． 「点」から「線」， 「線」から「面」へと成果を結びつけるために

は，やはり従来からの陸路調有との併用も必要不可欠であろう．

事故もなく， しかも計画した内容以上の成果を上げて無市調壺を終了でぎたのは，計画・
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準備段階からの徹底した討論と「人の和」を大切にするメンバー全員の心，さらには現地に

おけるヘリコプターチームの的確な判断によるところが大きいと思われる．寺井啓ヘリコプ

クーオヘレーシ J ン主任，池上宏， 'j-:野哲両機長，ならびに整備担当の浦谷芳，辻敏明両氏

に心から惑謝申し上げる．

白石和行あすか越冬隊長は，本調査計画立案段階から終始ご尽力下さった．あすか越冬隊

諸氏には，長い滞在期間中多々ご支援頂いた．内藤靖彦隊長，佐野雅史夏隊長をはじめ，第

31次観測隊員諸氏には惜しみないご協力と激励を頂いた． さらに， 上垣毅艦長以下「しら

せ」乗組員の方々にはたいへんお世話になった．出して惑謝申し上げる．
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